
【収入保険】私の選択・加入者の声

【秋田県横手市 丹 貴史さん】

経営規模＝⼩ギク61アール、輪ギク34アール（ともに露地）

「被害をうけた経験から」

昨年６⽉、局地的な降ひょう被害を受け、盆⽤の輪ギクが全滅。その後、
彼岸⽤の管理に努めましたが、出荷量は前年より４万本減少してしまいまし
た。キクは価格を補償する制度もありますが、出荷できない場合は補償の
対象になりません。それまで⼤きな被害を受けた経験がなく、保険の必要
性を感じていませんでした。昨年の被害を受け、保険による備えが⼤切だと
思い、収⼊保険の加⼊を決めました。
今年も天候に悩まされましたが、収⼊保険が⼼の⽀えになり、加⼊前よ

りも安⼼して営農できています。
（ NOSAI秋⽥広報紙「NOSAI」2022年9⽉号より要約）


